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はじめに  大気圧プラズマ中では低圧下と比較して衝突反応が頻繁に起きることから、様々な物

質生成に利用されてきた。我々はこれまで、アルゴン(Ar)中にアンモニア(NH3)を少量添加した気

体を用いたプラズマ中での衝突反応により、ヒドラジン(N2H4)を生成し、その還元性を用いて硝

酸銀(AgNO3)水溶液を還元することで、中赤外領域に特異な応答をもつ、最小単位がサブ μmオー

ダーのパターン状銀(Ag)粒子が析出することを確認した[1]。我々のプロセスは、特殊な微細加工

を必要としない自己組織化プロセスであり、簡易な光メタマテリアル作製プロセスとなることが

期待される。本研究では、広範囲に応答を持つ光メタ

マテリアル作製を目的とした実験を行った。 

実験  高周波インパルス電源(7 kV, 20 kHz)を用いて

Ar/NH3大気圧プラズマを生成し、生じる N2H4を用いて

AgNO3水溶液(0.02 mol/L)を還元させた[2]。また、Fig. 1

のようにAgNO3水溶液(0.125 mol/L)に微粒子

を添加して還元し、微粒子を取り除くことで、

特異な Ag パターンを析出させた。これらの

Ag パターンに加え、真空蒸着の後加熱して

生成したAgナノ粒子とAgNO3を乾燥させ溶

質を析出させたものについて、中赤外領域に

おける透過率スペクトルを測定した。 

結果  実験で作製したそれぞれのサンプル

の透過率の比較を Fig. 2 に示す。この時、他

の構造に見られない吸収帯が、Ag パターンに存在し

ているのが確認された。また、微粒子を用いた時の還

元パターンの応答は、用いない時と比較して変化が大きいことから、この領域において高感度な

パターンが作製できていることが確認された。発表では微粒子を用いた還元パターンの応答の広

範囲性について述べるとともに、今後は光メタマテリアル作製に向けた検討を進める。 
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Fig. 1 How to prepare typical Ag pattern. 

Fig.2 Variation of transmittance spectra 

caused by each structure. 
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